
Mem．Fac．Educ．Ehime　Univ．，Nat．Sci．，Vo1，101～5｛1990〕

宇和海沿岸潮間帯におけるヤドカリ類の分布調査

家　山　博 史・神野明子・西
（愛媛大学教育学部生物学教室〕

　（平成元年10月11日受理）

宮　浩　二

lDistribution　of　hermit　crabs　in　interida1zone　of　Uwa　Sea

Hiroshi　IEYAMA，Akiko　JINN0and　Kouji　NIsmMIYA

　　〃西0mホ0ηぴ肋’0馴，地Cm伽ぴ〃舳地勉，

　　　　万るつme　σmわe7s｛妙，Mαおmツ切mα　790

　　　　　（Received　October11．1989）

　The　hermit　crab　fauna　of　intertida1zone　on　the　coastal　region　of　Uwa　Sea　were　in－

vestigated．In　four　stations，six　species　of　Pa馴ridae　and　four　species　o壬Diogenidae　were

observed－Upper1imitation　of　distribution　in　hemit　crabs　was肋馴m∫8虜mゴ物∫．This　species

had　a　wide　distribution　at　intertidal　zone　of　each　station．Dead　shell　ratios　were43－78％．In

these，the　occupied　she11s　by　hermit　crabs　were86－97％．Species　composition　of　she11s　with

hermit　crabs　corre1ated　with　that　of　the　living　she11s　of　the　same　site．

は　じ　め　に

　ヤドカリ類は，その腹部カミ軟弱でエビのように殻でおおわれることがなく，巻貝の空殻を体

の保＝護に用いることによって安全に動き回ることができる動物である。このため，ヤドカリと

貝殻との関係は，ヤドカリの生態のほとんど全ての面に影響していると考えられている
　　　　　　　1〕
（Hazlett，1981）。著者らは愛媛の海岸動物観察の指針を作成する目的で，愛媛県沿岸潮間帯の

動物相調査を行なっているが，このヤドカリと巻貝の関係は観察の興味深い観点の1つである
　　　　　　　　　　損う。家山・西尾（1988）は四国北部，西部のヤドカリ相の定性的調査を行ない，ホンヤドカリ

科8種，ヤドカリ科15種の生息を確認した。今回，著者らは潮間帯のヤドカリ類および巻貝類

を量的に把握し，分布の実態を更に明瞭にし，巻貝との関係を調べる基礎資料とするため宇和

海に面する4地点の定量調査を行なった。本論文はこの調査結果を示している。
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　　　　　　　　　　　　　　　調査地域ならびに方法

　調査は次の4地点の岩礁と転石からたる海岸で，潮間帯中，下部を4レベルに分けて行なっ

た。

St．1：八幡浜市上方町大釜，1988年5月14日

　　　レベル1：11O，2：50，3：15，4：5㎝

St．2：内海町元越，1988年4月4日

　　　レベル11130，2：50．3124，4：1Ocm
St．31西海町船越，1988年4月17日

　　　レベル11140，2：80，3：30．4110c皿

St．4：高知県大月町柏島，1988年8月27日

　　　レベル11130，2：80．3140，4：20㎝
岩質はSt．1が緑色片岩，St．2，3が堆積岩，St．4が花嵩岩だった。調査には各レベルご

とに50㎝x50㎝の方形枠を2つ置き，枠内のヤドカリ類，巻貝類，空殻について種ごとの個体

数を調べた。

　　　　　　　　　　　　　　　　結果および考察

　表1は各地点で採集された巻貝の総個体数を示している。St．ユ，2では巻貝はそれぞれ7，

　　　　　　　　　　　　　表1各地点4㎡当りの生貝と空殻の数

Species

工肋。〆mαわm砂4c〃α　タマビキ

MOm06m切Jα〃0　イシダタミ
0mψ肋κ燗m5あ㎝∫　コシタカガンガラ
0m助α肋∫n伽〃mm5　ヒメクボガイ
0m助切κm8力ヵ古炊〆　バテイラ
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表2　各地点におけるレベルごとの1㎡当りのヤドカリ数

Species

Pα9mmS9目m伽㈱　ホンヤドカリ
月αg挑m∫jmm座m5m5　ケアシホンヤドカリ
月例gmm5dm”∫ユビナガホンヤドカリ
月αgmm5が205ψe8　アカジマホンヤドカリ

地gmm∬蜆頼mim∫4∫サガミホンヤドカリ
月αgmm8プψo”C附　ヤマトホンヤドカリ

月αgm畑ωm切m”ケブカヒメヨコハサミ
C肋伽〃タ㈱砂伽5om∫　イソヨコハサミ
λ〃。〃郷伽4c〃棚　オニヤドカリ

C切〃m8g切mm洲　クリイロサンコヤドカリ

Species

乃8吻m5照mづ物5　ホンヤドカリ
伽舳・王α・坤m・㈱ケアシホンヤドカリ
P硯gmm5励わm∫ユビナガホンヤドカリ
月αgmm∫が王08φe8　アカジマホンヤドカリ

比gm㈱8α8切m4m∫兆サガミホンヤドカリ
Pα螂m∫ゴψo”c燗　ヤマトホンヤドカリ

肋gm佃250れmm〃　ケブカヒメヨコハサミ
C肋mαガm5〃m5c舳5　イソヨコハサミ
λ”c”m5α”c”伽　オこヤドカリ
Cα伽m∫8α伽α棚”　クリイロサソゴヤドカリ

Leve11

16

Leve工1

142

ST．　　　　　　　　　ST．
2　　　　　　4　　工　　2　　　　　4

56

8

232　　　30　　　　35　　　35

一　　一　　　　　　30

16　　－

　8　一　　　　　一
352　」　　■

40

45

ST．　　　　　　　　　ST．
2　　　　　　4　　1　　2　　　　　4

59 126

12

　3

　4

／41

26
4

2

6

62

2

2

St．1－Leve1　1　：11　O，　2　150．　3　115，　4　15cm，St．2－1　：130，　2　：49，　3　：24，

1　：140，　2　：80．　3　130，　4　：1Oc皿．　St．4－1　1130，　2　：80，　3　：40，　4　：20c皿
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5種と少なく，St．3，4ではアクキガイ科やニシキウズガイ科の種が増加した。4地点とも

潮間帯上部から潮上帯にかけて，タマキビやアラレタマキビが多数生息しているが，潮間帯中，

下部で採集された個体数は少なかった。

　表2は4地点のヤドカリ類の個体数を示している。採集されたヤドカリの種数は3～7種と
　　　　　　　　　　　王〕
少なかった。家山・西尾　は宇和海沿岸8地点のヤドカリ相調査において，1地点平均8種の

ヤドカリの生息を報告している。今回の定量調査は1地点のサンプル数が8と少ないことから

種数が限られてしまったと思われる。ヤドカリの上限は4地点ともホンヤドカリであった。ま

た，ホンヤドカリは潮間帯中，下部に広く分布していた。ケアシホンヤドカリとイソヨコバサ

ミも各地点で観察されたが，その他のヤドカリには，宇和海の南下にともたい種構成に変化が

みられた。

　図1は各地点の生貝，ヤドカリ，空殻の1㎡あたりの割合の平均を示している。潮間帯中，

下部にみられる貝殻の約43～78％は死殻であった。生貝の割合は南で多かった。死殻のうちヤ

ドカリに利用された空殻の割合は，4地点でそれぞれ86，88，97，94％であった。Ke11ogg
　　　3〕
（1976）はPagurus属4種の生息する4地点の海岸で，空殻率は42～ユ％と差があったが，

この数値の高さは殻に腔腸動物の付着や，底質に巻貝が完全に埋没する貝殻の割合に，地域に

よる差があったためと報告している。今回の調査では腔腸動物の付着はみられず，また，完全

に埋没している貝は採集されなかった。ヤドカリは直接生きた巻貝から殻を奪うことはできず，

巻貝の死亡に利用可能た貝殻を一方的に依存しているので，利用可能な貝殻の量や大きさは必
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引ずしもヤドカリ個体群の要求するところのものと合致するとは限らたい（朝倉，ユ984）。空殻
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殻率を検討するには，地域の巻貝の

空殻供給量が正しく把握され，ヤド

カリ個体群の年令構成とライフサイ

クルが理解されねばならたいだろう。

　表3は4地点で採集されたホンヤ

ドカリとイソヨコバサミの利用して

いた巻貝の種ごとの個体数を示して

いる。ホンヤドカリは18種，イソヨ

コバサミは13種の巻貝を宿貝として

いた。両種には宿貝の種構成に顕著

な差は認められず，宇和海沿岸岩礁

海岸に普通にみられるタマキビガイ

科，ニシキウズガイ科，アクキガイ

科の巻貝を主に利用していた。
　　　　　　　　　　　　51Asakura＆Kikuchi（1984）は砂底

に生息するテナガツノヤドカリ

”ogem5m肋励mmm∫の貝利用につ

いて，26種類の貝殻が年間利用され

ており，そのうち，同地域に生息す

る種類はわずか7種で，他のものは

3つ以上の属性の異なる生息地に由

来すると述べた。今回の岩礁性海岸

ホンヤドカリとイソヨコバサミの’宿貝個体数

Species
S　t．1

Pg　Cv
St．2　　St．3　　St．4
Pg　　　Cv　　Pg　　Cv　　Pg　　Cv

工肋。”伽伽m古。mJα　タマキビガイ

Mo∂m物”⑰伽な伽　アラレタマキビガイ
MOm0伽m勿’α〃0　イシダタミガイ

Mono6on勉加ゆJmα　クビレグロッケガイ
0mψ此ακm∫m5地m5　コシタカガンガラ

0mク肋吻8m狛m〃m舳　ヒメクボガイ
0みるm∫わm棚礎榊。吻mα　クボガイ

C〃。m5伽mα伽m肋05fなmα　クマノコガイ
Tmc肋∫m切㎝Jα物5　ニシキウズカイ

エm伽肋ωmmα勿　スガイ

Tmあ05加m馴m5　コシタカサザエ
五㎎αあ云伽ωnまmC物5　ヒメヨウラクガイ

ルmれωdmφα8㌘m〃励ロ　レイシガイダマシ

Momκ舳郷燗mα　シマレイシガイダマシ
Reゐ尻伽Jm加。∫工。mα　タリフレイシカ“イ

ハ肋∫醐カαmωκmα　ハナワレイシガイ

Reゐ〃αc〃砂佃召m　イポニシ

M伽e〃α舳伽肋　ムーギガイ

M伽mαサe舳必　コウダカマツムシガイ
〃カm肋〃α力〃eα　イソニナ
Zem〃∫5勿mα切∫　ヨフバイ
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Pg：乃gmm8馳m励m5ホンヤドカリ、Cv：α伽m〃5m”伽8ce椛∫イソヨコバサミ
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の調査では，生貝の種構成とヤドカリの宿貝の種構成はほとんど変らなかった。これは岩礁性

海岸では生息する巻貝の種類数が砂質の海岸に比較して多いことや，近隣からの貝殻の集積作

用が弱いことなどが影響しているのかもしれない。

　ヤドカリ類を潮の引いた海岸でさがすと，海藻の付着した岸壁，岩塊のすき間，小さた窪地

などに集中している。このため，定量調査において機械的たランダムサンプリングでは，同じ

潮位の採集量問に欠きた差を生じてしまう。今後，地域の岩質，磯の形態，転石の形状などを

綿密に調べ，年間を通じた系統的な定量調査によってヤドカリ個体群の生態的研究をすすめて

いかねぼならない。

要　　　約

1　宇和海沿岸4地点の潮間帯のヤドカリ相の定量調査によって，ホンヤドカリ科6種，ヤド

カリ科4種が観察された。

2　潮間帯におけるヤドカリ分布の上限はホンヤドカリであった。また，この種は潮間帯中，

下部に広く分布Lていた。

3　潮間帯中，下部にみられる貝殻の43～78％は死殻で，そのうち86～97％がヤドカリに利用

　されていた。

4　ホンヤドカリとイソヨコバサミは宿貝として，その地域に普通にみられる巻貝を利用して

おり，両種とも利用貝に対する種特異性はみられなかった。
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